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歯科検診

行事予定に変更があった場合は、掲示等で

ご連絡いたします。

令和7年６月１日

佐沼明星こども園園 だ よ り

歯は一生もの。乳幼児期からケアし大切にし

ましょう。歯磨きは、５～１０㎜の幅で小刻み

に動かし、１～２本ずつ磨くことを意識しま

しょう。毛先が広がらない程度の軽い力で一

か所につき２０回動かします。３分ほどかけ

て丁寧に磨けるよう、砂時計を利用するのも

おすすめです。「砂が全部落ちる

まで磨こうね」と伝えると、

子どもにも分かりやすい

ですよ。

☆保育参観☆

園生活にも慣れ、元気に友達や保育者と活動するお子さんの様子を見ていただきたく、保育参観

を行いますので是非おいでください。詳細は発行しましたおたよりやこれからのクラス掲示・おた

よりをご覧ください。

●降園する際に園庭で遊ばずに帰るお約束を子ども達としています。お子さんから目を離さず、手

をつないで安全に降園できるようお願いいたします。

おしらせとおねがい

おめでとう６月生まれさん。木も花も水も鳥もみんな生

き生きと活動する季節にみんなは生まれたのですね。命

輝かせてどんどん大きくなぁれ。くもり空を吹き

飛ばすような元気な６月生まれのお友だち、

おめでとう。

木々の若葉が日一日と濃くなり、初夏の花々には、虫たちが訪れるようになりました。子

どもたちの成長を願い、５月の空をゆうゆうと泳いだ鯉のぼりは出番を終え、小鳥が唄い、

生き物が生き生きと活動する園庭へと景色が変わりました。子ども達は元気です。命を輝か

せ毎日を過ごす姿にエネルギーをもらい、負けてはいられないと力が湧いてきます。子ども

たちの興味や探求心をくすぐるものが周りにはいっぱいあり、発見や驚きが楽しい毎日です。

生命尊重の保育を行う上で自然の不思議な力を感じとらせるには絶好の６月。この機会を逃

さないように過ごしていきたいと思います。

園生活に慣れてきたこの頃は、子ども同士の関わりも活発になり、それぞれに自分の思い

を出せるようになってきます。反面、自分の考えたことが理解してもらえなかったりして、

けんかやトラブルになることもありますが、子どもにとってこれは社会や自己表現の仕方を

学ぶことができる体験の場です。しかも、それは、相手がいるからこそできるもので、偶発

的にしか体験できない貴重な学びの場です。子どもはみんな発展途上。けんかは絶好の育ち

の機会という視点をもって、子ども達がそこから多くのことを学びとれるように、丁寧にか

かわって行きたいと思います。“ケンカをするのは仲良しだから、大好きだから”“こども

園はおもしろい”“みんなで遊んで楽しかった”という気持ちを味わって降園できるよう、

６月も元気に過ごしていきたいと思います。

0歳児・・・梅雨期快適に気持ちよく過ごす

1歳児・・・楽しみながら興味・関心を広げていく

2歳児・・・簡単な身の周りのことを自分でしようとする

3歳児・・・自分から遊びを見つけ、楽しく遊ぼう

4歳児・・・自然や小動物に触れ、梅雨期を楽しもう

5歳児・・・飼育・栽培を通して、正しい愛情のもち方を知ろう

〇外遊びも活発になる時期です。レースやひらひらとした長めの服は遊具に引っかかる危

険もあります。動きやすくまた汚れてもいい洋服を選んでいただき、子ども達が安全に思

い切り外遊びを楽しめるようお願いします。また、くつは足にあったものを選びましょう。

自分の命を大切にすることと同様に、他の人間、および人間以外のすべての

生命を大切にすることは幼児の情操に大きな影響を及ぼすことです。

私たちは誰もが、たったひとつの変わるべきもないいのちを生きています。

地球上の60数億のいのちはそれぞれが、だれひとりも代わるべきもないいのち

であることを肝に銘じておきたいものです。

6月は恵みの雨をうけて木々が枝葉を延ばし小動物が生き生きと活動する季

節です。菜園活動や昆虫観察も盛んになりますが、こうした活動が興味本位に

終わらないよう、一匹の虫や草花にも心を寄せ、命の共感と他者のいのちを愛

おしむことを通していのちを大切にする心を育んでいきたいと思います。

6月の仏教目標 生命尊重（せいめいそんちょう）…生き物を大切にしよう

子どもたちの健康を守るために、いろ

いろな検診を予定しています。内科検

診・歯科検診は、嘱託医の先生に来てい

ただきます。検診に遅れないように

登園してください。検診の結果、

治療が必要だと考えられる場合は、

早めにかかりつけの病院で受診

して、健康な身体で楽しく園生活

を送れるようにしましょう。


